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住民登録による

人口のうごき

人口　　7516

　　女　　　　3795
　ウヤリ

世帯数　　　1386

編
集
と

発
　
行

発
行
人

印
刷
所

江
南
村
役
場
企
画
課
　
　
わ
が
国
の
地
方
自
潜
制
度
も
戦
後
薪

鐵
雄
芳
文
撫
籔
轟
謙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
財
政
法
等
の
諸
法
律
が
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
、
そ
の
根
本
精
神
が
実
現

1
六
月
の
メ
モ
ー

▼
農
薬
危
害
防
止
運
動
（
八
月
三
十
一

日
ま
で
）

▼
船
員
労
働
安
全
衛
生
週
間

一
　
日
あ
ゆ
の
解
禁
、
電
波
の
日

　
　
　
写
真
の
日
、
気
象
記
怠
日
、

　
　
　
　
計
量
週
間
（
七
日
ま
で
）

二
　
日
横
浜
開
港
記
念
日

四
日
1
十
日
①
歯
の
衛
生
週
間

　
　
　
　
②
水
道
週
聞

　
　
　
　
高
圧
ガ
ス
危
害
予
防

　
　
　
　
週
閲

七
　
，
日
　
計
量
記
念
日

＋
　
日
時
の
記
念
日

ナ
ニ
日
入
梅

＋
八
日
父
の
日

二
十
一
日
夏
の
健
康
を
寄
る
運
動

　
　
　
　
　
（
七
月
十
日
ま
で
）

で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
歳
入

の
翼
盤
り
に
わ
た
つ
て
は
、
一
般
財
源

の
確
笑
な
見
通
し
を
た
て
る
と
と
も
に

こ
れ
に
応
ず
る
箴
出
規
模
を
定
め
た
も

の
で
す
。

さ
れ
て
き
た
の
に
俸
い
、
地
方

公
共
団
体
の
活
動
の
裏
付
け
と

な
る
地
方
財
政
の
国
民
経
済
中

に
占
め
る
地
位
は
国
の
財
政
が

国民経済に

影
響
を
及
ぼ
す
と

同
じ
く
、
或
い
は
そ
れ
以
上
に

重
要
な
も
の
と
な
つ
て
い
る
。

地
方
公
共
団
体
が
行
つ
事
務
は

す
べ
て
任
民
の
日
常
生
活
に
密

村長松本芳治

甕
餐
こ
れ
ら
の
薦
騰
大
等
に
翻
の
増

事
務
に
必
要
な
醤
が
如
何
に
漂
予
馨
墾
の
爵
政
響
に
つ

調
達
さ
れ
、
如
何
に
支
出
さ
れ
…
い
て
、
徹
底
的
に
再
検
討
を
加
え
て
、

る
か
は
、
住
民
に
と
つ
て
、
最

大
の
関
心
事
と
な
つ
て
き
て
い

る
。
地
方
公
共
団
体
の
営
む
機

・
能
が
充
実
強
化
す
れ
ば
、
す
る
ほ
ど
阻

ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
使
用
が
強
く

要
講
さ
れ
る
わ
け
で
あ
り
、
住
民
の
村

財
政
に
対
す
る
関
心
も
従
来
に
比
し
一

3
　
最
近
に
お
け
る
経
済
成
長
の
趨
勢

か
ら
し
て
、
地
方
税
等
の
収
入
の
伸
ぴ

は
鈍
化
の
傾
同
に
あ
り
、
過
去
数
ケ
年

間
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
巾
な
増
加
は

期待

で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
一
方
歳
出

の
面
に
お
い
て
は
地
方
公
務
員
の
給
与

改定及び

退
賊
年
金
制
度
の
平
年
度
化

に
要
す
る
経
費
そ
の
他
の
義
務
的
経
費

増
嵩
が
相
当
多
額
に
の
ぼ
る
ま
か
、

積
極
的
に
財
源
の
捻
出
を
行
つ
た
。

4
最
近
の
総
花
的
事
業
を
改
め
事
業

の
選
択
に
あ
た
つ
て
は
そ
の
優
先
度
を

考
慮
し
、
重
点
主
義
に
徹
し
た
。

5
　
地
方
産
業
の
開
発
と
国
民
経
済
の

均
衡
あ
る
発
展
に
資
し
地
域
格
差
の
縮

少
を
図
る
た
め
国
に
お
い
て
一
連
の
施

層
探
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
当
然
で
｝
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
る
の
で
村
に
お
い

驚
灘
難
蕪
藥
窮
備
羅
嘱
し
て
地

を
自
標
に
方
針
を
決
定
し
た
次
第
で
三
歳
入
に
関
す
る
事
項

全
般
に
関
す
る
事
項
r
地
方
税
収
入
に
つ
い
て
は
現
行
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

ー
予
算
の
編
成
に
当
つ
て
は
、
窓
む
”
方
税
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
前
年
度
に

あ
た
り
現
行
制
度
を
建
前
と
し
て
可
及
お
け
る
税
制
改
正
の
影
響
及
ぴ
経
済
状

的
に
年
聞
を
通
ず
る
載
入
及
び
歳
出
の
況
の
推
移
を
検
討
す
る
と
と
も
に
捕
捉

見
通
し
の
上
に
立
つ
て
予
算
を
編
成
致
　
及
ぴ
徴
収
の
効
率
化
等
課
税
の
適
正
含

し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
化
に
つ
い
て
慎
重
な
検
討
を
実
施
し

2
　
財
政
の
健
全
性
を
碓
保
す
る
た
め
住
民
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て
可
及
的
な

に
収
支
の
均
衡
を
図
る
こ
と
は
い
う
ま
　
配
慮
を
し
た
。

2
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
基
準
財

政
需
要
額
を
基
礎
に
充
分
な
る
配
慮
と

検討を

加
え
て
計
上
し
、
二
の
適
正
を

計
る
た
め
特
別
交
付
税
等
に
つ
い
て
も

検
討
し
最
も
効
率
あ
る
収
入
を
見
込
ん

だ
も
の
で
あ

る
。2
公
営
企

業債及び

準

　
　
　
　
　
臨
　
　
　
　
　
鞭

公
営
企
藁
債

鶴
帥
瓢
撚
騨
．

播
痘
‘
欝

び
國
民
経
済
　
　
　
　
　
　
垂

の
発
展
に
即
　
　
　
錘
競
．

応
し
得
る
よ

う
環
境
術
生
施
設
等
の
整
備
充
実
を
図

る
た
め
積
極
的
に
増
額
を
図
つ
て
い
く

方針であり

ま
す
。

4
　
使
用
料
、
手
数
料
そ
の
他
財
産
収

入
に
つ
い
て
は
確
実
な
る
見
積
の
も
と

に
計
上
し
こ
の
徴
収
の
合
理
化
に
つ
い

て
充
分
検
討
し
て
い
く
方
針
で
す
。

歳
出
に
関
す
る
事
項

1
本
年
度
は
地
方
公
務
員
の
給
与
改

訂
及
び
退
賊
年
金
制
度
の
平
年
度
化
等

に
ょ
り
、
議
会
費
、
役
場
費
等
の
必
然

増
加
に
か
ん
が
み
機
構
及
ぴ
事
務
の
簡

素
合
理
化
、
職
員
の
適
正
配
櫨
等
の
措

置
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
政
の
近
代

化
及
び
経
営
の
合
理
化
を
図
り
、
も
つ

て
健
全
財
政
の
基
盤
の
育
成
に
努
め
て

い
く
、
特
に
給
与
関
．
鎌
経
賀
に
つ
い
て

は
、
財
政
上
大
き
な
比
重
を
占
め
、
そ
の

動
向
は
将
朱
の
一
般
会
計
は
も
ち
ろ
ん

企
業
会
計
の
財
政
を
左
右
し
、
そ
の
運

営
の
如
何
に
ょ
つ
て
は
他
の
地
方
公

共
団
体
に
も
累
を
及
ぽ
す
こ
と
と
も
な

る
の
で
そ
の
適
正
管
理
と
共
に
定
数
の

増加を

要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
長

期
的
動
向
を
勘
案
し
て
、
こ
れ
を
最
少

限
度
に
止
め
る
と
と
も
に
、
行
政
能
力

の
回
上
の
見
地
か
ら
職
員
の
質
の
低
下

を
来
す
こ
と
の
な
い
よ
う
そ
の
充
足
、

研
修
に
つ
と
め
て
行
く
方
針
の
蕃
に
計

上
し
た
。
．

2
　
一
般
行
政
経
費
及
ぴ
施
設
の
維
持

運
営
等
に
つ
い
で
は
極
力
経
費
の
効

率
化
を
図
つ
て
、
そ
の
規
模
の
増
加
を

来
た
さ
な
い
よ
う
努
め
る
と
共
に
補
助

負
担
金
の
変
付
に
つ
い
て
も
そ
の
効
果

に
充
分
考
慮
を
払
い
従
前
の
実
績
等
に
・

つ
い
て
検
討
の
上
真
に
行
政
上

あ
る
も
の
に
と
ど
め
る
よ
つ
整

化
を
計
つ
た
。

3
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は

の
経
済
効
果
に
意
を
用
い
、
重

ヤ
は
公
莚
の
礫
と
灘
の
灘

　
　
の
点
に
留
意
し
水
適
料
金
の
算
定
に

　
｝
　
　

当
つ
て
は
、
公
正
妥
当
な
も
の
で
あ
り

　
　
か
つ
企
業
収
支
の
均
衡
を
保
持
す
る
と

　
　
共
に
そ
の
適
正
化
を
期
し
た
。

　
　
4
　
水
道
施
設
の
建
設
改
良
の
決
定
に

　
　
　
つ
て
は
往
民
福
祉
の
増
進
に
対
す
る

　
　
効
果
を
考
慮
し
全
地
城
完
成
を
計
画
し

　
　
曾
瀞
る
が
、
こ
の
施
設
の
新
増
設
に
あ
、

　
　
た
フ
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
（
出

　
　
資
）
に
つ
い
て
も
財
政
的
基
盤
を
確
立

　
　
し
受
益
負
担
を
適
当
と
す
る
も
の
が
あ

苫
．
ー

　
ロ

ら
邑
、
一

街
灯
・
防
犯
灯

　
　
交
通
事
故
防
止

．
各
字
区
長
さ
ん
の
協

　
力
に
よ
り

｝
設
置
箇
所
が
巻
ま
る

『
か
ね
て
か
ら
念
願
の
街

而
蟹
毯
赫
醐
莇

研
騨
鞍
騨
鑛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴

す
。
こ
れ
は
道
路
照
開

が
変
通
事
敬
や
さ
ま
ざ

ま
な
犯
罪
防
止
に
大
き

な
役
割
を
は
た
す
こ
と

藻醤號

鱗

業
を
推
進
し
防
犯
と
産

業
活
動
の
お
お
は
ば
な

拡
大
の
た
め
村
民
の
た

め
の
街
灯
を
み
ん
な
で

湧
想
ド
統
楼
μ
ρ
い
廃

分
検
討
、
企
業
経
営
の
建
全
性
の
確
保

に
努
め
計
画
し
た
。

事
務
処
理
の
合
理
化
と

課
の
増
設
を
実
施
す
る

役
場
の
額
増
設
に
よ
り
一
部
事
務
分
難

が
変
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
、
新
設
し
た
課
は
企
画
課
、
土
木

水
道
課
で
畏
期
計
画
を
基
に
し
村
ず

く
り
を
推
進
す
ヴ
0
と
共
に
財
政
甚
盤
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
．

　
　
　
簗
鑛
難
励

　
　
　
　
縷
繊
鞭
懸
　
　
㎜
■

　
　
　
　
　
　
箋

蓑

懸
鐸
藻
饗
峯
奪
塁
辱

れ
に
見
合
う
予
算
措
置
を
講
じ
た
。
憾

に
単
独
事
蒙
は
往
々
総
花
的
に
実
施
窩

れ
て
い
る
傾
同
が
見
受
げ
ら
れ
る
が
六
、
、
．

こ
の
よ
う
な
こ
と
は
厳
に
慎
み
配
意
L

た
。
ま
た
数
年
を
期
し
て
経
費
を
支
取

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
継
続
費
制
度
泓

活
用
し
、
妥
定
か
つ
計
画
的
な
事
業
の

執
行
を
す
る
た
め
農
業
の
近
代
化
基
灘

事
業
で
あ
る
適
路
整
備
地
域
開
発
等
伍

次
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
調
査
費
凌
　
『

計
上
し
て
い
る
。

　
特
別
会
計
に
関
す
る

事
項

1
　
健
全
財
政
の
確
立
は
い
う
ま
で
嵩

な
く
全
会
計
を
通
じ
て
要
謂
さ
れ
る
ふ
帽

の
で
特
別
会
計
の
予
算
畿
に
当
塁

鑑
講
蟹

い
て
は
、
原
則
と
し
て
独
一
採
算
制
凍

・
建
前
と
さ
れ
て
い
る
の
で
予
算
編
成
毘

確
立
を
は
か
る
た
め
の
地
域
開
発
を
実

行
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

△
企
画
課

－
漸
m
町
暦
建
設
計
画
に
関
す
る
事
項

2
事
務
改
善
及
ぴ
一
般
企
画
に
関
す
る

事
項

3
村
条
例
及
ぴ
幾
則
規
程
に
関
す
る
事

4
財
政
に
関
す
る
事
項

5
開
発
（
工
場
誘
致
及
藩
開
発
）
に

関
す
る
事
項

6
広
報
に
関
す
る
事
項

7
商
工
業
に
関
す
る
事
項

，

管
理
す
る
よ
う
お
願
い
し
各
地
区
の
設

置設 数
，
ー
1
6
1
1
5
多
5
7
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

置
数
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
．

l
q
7
5
1
2
2
4
6
5
5

　
　
¶
轟
　
　
－

誓
一
成
三
鎌
磐
驚
塩

　
　
沢
本
田
切
切
南
北
田
広
場
鳳
川

井
所
　
代
校
校
校

養
柴
学
藩

　
　
　
　
　
バ
ロ
だ

板
療
　
千
中
北
南

饗
轍
難
舞

第
六
回
臨
時
議
会

昭
和
38
年
度
予
算
決
ま
る

　
　
　
1
編
成
は
新
し
い
企
画
で
ー

繋
報
以
齢
擁
獅
藻
郎
薮
難
鉾
鰹
稿
萄

め
て
行
き
た
い
。
な
お
、
公
営
企
業
筆
、
れ
・
原
案
ど
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

（
水
道
事
業
の
経
営
成
績
及
び
財
政
謄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
づ
い
て
、
別
掲
の
と
お
り
、
村
長
か

態
を
明
確
に
把
猛
す
る
た
め
に
地
方
昼

営
企
業
法
の
財
務
綿
定
を
適
用
し
企
ら
昭
和
3 8
笙
度
予
算
編
成
方
針
演
説
が

業
会
計
方
式
に
よ
る
こ
と
を
積
極
的
に
行
な
わ
た
た
あ
と
昭
和
3
8
年
度
本
村
歳

検
討
し
て
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
入
歳
出
予
算
（
案
）
外
三
件
の
議
案
に

3
公
営
企
業
等
の
予
算
編
成
に
当
つ
つ
い
て
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り
、
各

　
第
六
回
臨
時
議
会
を
五
月
十
三
日
、

村
役
場
会
議
室
に
招
集
七
五
月
十
四
日

ま
で
の
会
期
を
定
め
開
催
さ
れ
ま
し
た

上
程
し
た
十
八
議
築
を
慎
重
に
審
議
し

て
全
部
を
可
決
十
四
日
午
後
四
時
に
闘

会
し
ま
し
た
。

【
あ
ら
ま
し
】

O
第
－
日
（
13
日
）
は
午
前
九
時
開
会

慈
鶏
第
六
回
臨
時
会
の
会
期
の
決
定
に

馨
昭
利
三
夫
瑳
理
般

常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

O
第
2
日
（
1
4
日
）
は
、
午
後
二
時
開

会さ

れ
、
昭
和
3
8
年
度
歳
入
歳
出
予
算

案
外
二
件
に
つ
い
て
各
委
員
会
に
お
け

る
審
査
の
経
過
と
結
果
に
つ
い
て
各
委

員長から

報
告
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
一

般
質
問
が
行
な
わ
れ
い
ず
れ
も
、
委
員
長

の
報
告
ど
お
り
決
定
さ
れ
二
日
間
に
わ

た
る
村
議
会
臨
時
会
は
午
後
四
時
閉
会

さ
れ
ま
し
た
。

口
決
定
さ
れ
た
お
も
な
こ
と
が
ら

O
議
会
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支

　
給
条
例
中
一
部
改
正
す
る
条
例

O
江
南
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
す
る

　
も
の
の
給
尊
及
び
旅
費
等
に
関
す
る

条
例

0
江
南
村
教
育
姿
員
会
教
育
長
の
給
与

　
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

8
各
種
調
査
に
関
す
る
事
項

△
土
木
水
道
課

－
道
路
及
河
川
に
関
す
る
事
項

2
水
道
事
業
に
関
す
る
事
項

3
建
築
に
関
す
る
箏
項

4
土
地
台
帳
、
図
面
、
管
理
に
関
す
る

！
事
項
、

・
〉
監
～
、
‘
f
〉

　
単
人
事
☆

機
構
改
革
に
ょ
り
新
設
二
課
を
設
け
た

結果一

部
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た

☆
総
務
課
長
、
笠
原
近
（
住
民
課
長
兼

議
会
事
務
局
畏
）
☆
企
画
課
長
、
小
久
．

保貞利（

経
済
止
木
課
農
産
係
兼
開
発

係）☆

住
民
課
長
、
島
山
盛
親
（
総
務

課
庶
務
係
）
☆
産
藁
認
長
新
井
才
吉
（

経済土木

課
畏
）
☆
土
木
水
道
課
長
駒

井芳治（

経
済
土
木
課
土
木
係
）
☆
議

会

事
鷺
采
林
藻
塵
醤
墨

、
金
係
）
玄
農
業
姿
員
会
事
務
局
畏
舟
橋

秀
一
☆
出
翻
峯
長
禰
杯
萌
、
塑
パ
総
務
課

消防主

任
）
遺
出
張
所
勤
務
今
井
隆
次

郎
（
総
務
課
．
長
y
、
（
）
内
前

昭和38年度一般会計予算

唖’

　
　
　
　
　
だ
の
　
廻

　
　
髪

　
　
　
　
　
遙
氏
歩
金

　
　
　
　
〃
癒
防
葭

　
　
　
　
　
係
慢
学
噴

　
　
　
z
劇
暮
養

　
　
　
　
　
メ
爪
霞

多
髪
多
．
．

　
　
　
　
　
教
方
黄

髪
髪
Z

　
　
　
　
　
．
藩
誉
蔵

妬
5
0

讐 40

30

　
　
　
z
o
　
　
　
皿

z

　
嘆
の
拙

〃
繍
越
金

　
県
入
幽
金
．
．

　
耐
届
叉
餌
会

．
－　
㌢
支
親

Z　
絹
　
税

・
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
江
爾
村
教
育
委
員
会
委
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
・

O
江
繭
村
一
般
職
職
員
の
給
与
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

O
江
南
村
国
民
健
康
保
険
条
例
中
一
部

　
改
正
す
る
条
例
（
社
会
保
険
に
準
じ

　
て
歯
科
補
綴
．
・
（
入
歯
）
の
給
付
を
し

　
よ
う
と
す
る
も
の
）

O
江
南
冠
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
一

部
改
正
す
る
条
例

O
昭
和
3
8
年
度
江
南
村
一
般
会
計
歳
入

　
歳
出
予
算
（
総
額
4
千
8
酉
5
0
万

円
）
別
掲
参
照

O
昭
和
銘
年
度
江
爾
村
国
民
健
康
保
険

　
特
別
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
総
額
1
．

千
釦
万
眉

0
昭
和
銘
無
度
江
爾
描
簡
易
水
道
特
別

　
会
計
歳
入
歳
出
予
算
（
総
額
－
千
－

　
百
8
0
万
円
・
第
二
次
水
道
計
画
を
実

　
施
す
る
も
の
）

垢
5
0
　
　
肥

O
江
南
村
南
小
学
校
給
食
察
改
築
（
本

年
度
中
、
総
工
費
2
百
万
円
に
て
着

手
）38

度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま

し
た

歳
入
の
部
（
単
位
千
円
）

そ繰国財地1村
　　、産方
縫器薙税
　　金

一
七
、
0
0
三

二
四
、
二
〇
〇

　
一
、
三
八
四

　
一
、
七
〇
六

　
三
、
六
〇
〇

　
　
六
三
六

歳
出
の
部
（
単
位
千
円
）

　
財
産
費
』
　
　
　
四
八
四

　
統
計
調
査
費
　
　
　
　
　
四
八

　
公
債
費
　
　
一
三
、
〇
五
五

　
選
挙
費
　
　
　
　
九
一
八

　
諸
支
出
金
　
　
　
　
四
、
四
九
五

　
予
備
費
　
　
　
　
六
五
〇

　
　
ロ
じ
じ
じ
じ

　
｝
監
査
委
員
の
選

　
馨
議
県
よ
り
　
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
大
字
小
江
川
八
九
四
彩
田

　
学
識
経
験
者
中
よ
り
　
　
一

　
　
大
宰
樋
春
八
五
一
　
蔚
場
幹

謁
　
　
2
0
　
　
m

。
」

二
、
四
一
九

＝
ハ
、
三
五
七

一
、
七
九
七

二
、
一
〇
七

一
〇
、
六
九
〇

「
一
九
九

一
、
〇
四
四

保社教土消御儀
健会
衛労育木防場会
生働
費施費費費費費
　設
　費

，’「

　
　
　
一
F

任
　
㎜

弥
香
喋

　
公
平
委
員
φ
選
任
．

公
平
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
す
で
に

任
期
が
満
了
と
な
っ
て
い
た
た
め
地
方

公
務
員
法
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
三
氏
を
選
任
し
ま
む
た
。

　
大
字
三
本
六
八
四
　
長
答
川
喜
三
郎

　
大
字
御
正
噺
田
㎞
七
二

　
　
　
　
　
　
　
橋
本
広
安

　
大
字
野
原
七
四
　
　
　
笠
原
義
信

　　一』　一　ρ－一「曜’，

一

つ



　
　
　
　
　
　
議
長
　
小
　
林
　
　
正

　
　
5
…
三
三
…
三
≡
一
冨
…
…
三
＝
…
…
ヨ
…
＝
…
…
一
…
三
≡
…
”

　
　
　
　
　
豚
　
と
　
栗
　
　
｛

　
　
　
モ
デ
ル
集
団
と
は
、
県
で
指
定
さ
れ
．
、

ん
た
液
塁
の
雛
と
な
藁
遡
あ
、

　
　
り
　
こ
の
野
原
モ
デ
ル
集
団
は
　
豚
と

　
　
栗
で
一
石
二
鳥
を
狙
つ
た
、
農
業
経
営
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

な　
　
　
　
　
　
　
　
団

　
　
　
　
　
　
　
　
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

う
　
　
　
　
　
ノ
　
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
　
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

こ
　
　
　
　
原
　
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
10

　
　
　
　
む
　
　
　
魏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工

　
　
　
　
進
　
　
　
総

ぢ
．
抄
　
ヒ
　
　
　
　
～

　
　
　
　
イ

　
　
　
　
代

　
　
　
　
近

　
　
　
　
　
一

　
　
　
方
針
な
の
で
あ
る
o
現
在
農
業
経
営
の

　
　
　
転
換
期
に
お
け
る
所
得
の
低
下
か
ら
、

　
　
　
脱
却
瀕
べ
く
塁
に
ょ
り
資
本
装
儲
を

　
号
　
充
実
し
、
蛍
働
欠
点
を
機
械
化
に
よ
つ

　
2
0
　
て
向
上
さ
せ
農
産
物
の
生
産
を
行
い
農

第
業
所
得
鶏
奮
暫
、
壕
営
摺

　
　
　
大
を
計
る
寮
が
、
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
な

　
　
　
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

昭和38年5月25日　（2）

・
暴
㎜
暴
団
化

当
地
区
は
果
樹
顛
、
特
に
粟
の
載
培

は
歴
史
が
古
く
、
少
面
穣
な
が
ら
可
成

り
の
収
入
を
群
で
い
る
。
だ
が
散
在
園

が
目
豆
ち
蟹
理
の
不
徹
鷹
の
原
因
に
な

つ
て
い
る
。
よ
つ
て
栗
栽
培
の
集
団
化

を
計
り
、
品
種
統
一
、
優
良
品
の
出
荷

栗園の

環
境
衛
生
を
良
く
し
、
病
虫
害

を
少
く
し
、
取
益
の
増
大
を
計
る
。

養
豚
施
設
髭
薗

狸
作
業
で
あ
る
土
壊
管
拠
に
草
生
栽
培

を
取
り
入
れ
、
栗
園
の
宏
矩
性
を
計
る

と
共
に
、
生
箪
を
馨
豚
に
用
い
て
そ
の

堆既肥を

計
り
乍
窒
収
穫
量
の
増
ス

と
販
売
収
入
の
増
大
を
計
る
と
共
に
、

養
豚
施
設
の
設
蹴
に
ょ
0
現
金
収
入
を

増
大
し
、
農
糞
経
営
を
含
理
化
し
て
、

農
塚
経
済
の
蜜
定
を
尉
れ
る
と
．
県
及

び
村
と
し
て
も
、
大
い
に
二
の
成
果
を

期待し

て
い
る
鰻

完成。した近代的豚舎

　
　
　
　
　
　
副
議
長

…
一
…
幽
一
…
…
一
一
…
…
…
三
…
一
書

陵
地
帯
で
山
林
に
囲
ま
れ

団
構
成
は
一
五
名
を
以
つ

す
－
尚
農
家
の
生
産
形
態
一

、
馨
嶺
心
廷
そ
㎝

や
や
取
り
入
れ
力
農
蝶
経
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

は
江
南
村
で
の
地
区
で
も
・

　
　
、
　
　
　
　
　
一

ほ
な
L
だ
ろ
う
？
　
　
　
一

　
　
燦
鞍
灘
麟
職

林
　
正
氏

≡
曇
…
…
三
…
＝
口
三
彗
三
…
二
…
…
一
一
ヨ
＝

栗
　
　
本
幾
は
雇

で
指
定
さ
れ
た
地
区
で
集
剛

る
集
団
で
あ
　
た
組
織
を
聖

団
は
、
豚
と
　
で
、
米
、
麦
、

、
農
蓉
営
れ
暑
薯

　
　
　
　
営
窓
こ
む

　
　
　
　
訪
ま
り
変
旦

．
水
野
八
郎
氏
．

…
…
＝
…
一
三
三
一
…
一
一
…
…
…
…
一
…
弩
…
一
三
…
蚕
一

　
一
方
土
壊
管
捌
に
弗
鷺
識
鍋
を
導
入

し
、
養
豚
の
自
給
飼
料
の
供
給
化
を
進

め
、
果
樹
養
豚
の
総
合
収
益
増
大
を
計

弦
事
を
目
的
と
し
て
始
め
ら
れ
た
。
栗

錐
図
藏
培
を
主
軸
も
附
属
施
設
と
し

て
養
豚
歯
設
を
設
蹴
し
て
、
土
地
の
立

体
的
利
用
を
計
る
。
栗
栽
培
の
主
要
管

F
，
署
p
，
｝
き

第
五
回
江
南
村
臨
時
会

　
小
林
議
長
、
水
野
副
議
長
な
選
任

　
　
　
ー
常
任
委
員
も
決
定
す
る
ー
ー

解｛’

，
∫

笹
日
の
生
活
を
営
む
の
に
一
滴
と
し
て
り

か
か
す
學
の
出
未
な
い
飲
料
水
に
つ
い

て
は
村
民
の
皆
様
方
も
種
女
御
考
の
察

と
思
い
ま
す
が
現
在
の
急
速
な
る
簾
業

経演の

発展に

比
鮫
し
各
農
塚
に
お
き

ま
し
て
台
所
の
改
魯
に
つ
い
て
は
幾
偉

紀
前
の
そ
れ
に
較
ぺ
て
何
ら
の
進
愛
が

な
く
婦
衣
子
は
そ
の
不
便
な
台
所
の
主

と
な
つ
て
麗
の
家
事
と
共
に
休
養
の

暇さ

え
な
い
有
様
で
あ
り
更
に
殿
球
本

繁
の
野
良
仕
講
に
つ
い
て
も
近
時
は
主

た
る
勇
務
者
に
塵
う
》
き
え
し

て
い
番
矢
先
こ
う
し
た
社
会
に
も
一
大

完
成
が
近
づ
き
ま
し
た

簡
易
水
道
の

新
た
に
構
成
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に

於
て
次
の
通
り
き
ま
り
ま
し
た
。

委
　
員
長
　
　
　
　
吉
田
竹
次
郎

委
員
長
代
理
　
　
　
　
井
上
啓
一
郎

委
　
員
．
　
松
本
明
治

　
”
　
■
　
　
塚
田
永
憲

◇
北
公
民
館
長
　
　
　
　
橋
本
軍
五
郎

　
同
　
　
主
事
　
　
　
　
長
谷
川
七
郎

◇
南
公
民
館
長
　
　
　
　
関
口
秀
文

　
同
主
事
，
，
寺
山
保
一
、
鳥
羽
覚
太
郎
、
小
沢
八
郎
、
飯

　
昭
和
三
十
八
年
四
月
三
十
日
に
て
尉
　
島
晴
治
、
小
久
保
忠
良
、
新
井
・
聖
口

社会教

育
蚕
員
の
任
期
凝
満
汀
に
癒
η
　
馬
場
利
子
、
野
沢
よ
し
、
軍
山
稔
、

ま
し
た
．
こ
れ
が
た
め
村
警
謝
合
持
田
奮
示
縫
治
、
小
林
正

は
五
月
十
六
日
委
員
会
を
開
き
、
次
期
　
笠
原
寿
郎
今
井
秋
三
郎
、
森
田
貫
紹

社会教

育委員に

炊
の
各
氏
を
裂
嘱
工
　
飯
島
恵
助
、
滝
田
正
雄
、
柴
益
次

（た
野文蘂轟

塾
郎

一
…
一
三
…
二
雷
躍
＝
蟹
＝
＝
＝
診
冨
昌
営
冨
峯
冨
”
＝
≡
昌
昌
…
三
昌
呂
≡
…
冒
召
≡
＝
＝
一
嗣
＝

江
南
村
教
育
委
員
会

教
育
長
に
小
島
孫
一
を

　
　
　
　
　
　
選
■
任

　
　
役
員
構
成
出
来
る
H

五
月
七
日
江
爾
村
第
五
回
臨
時
会
は

役場会議堅に

招
集
さ
れ
ま
し
た
。
午

後
一
時
三
十
分
舟
橋
臨
時
議
畏
全
員
出

席
に
よ
り
、
議
会
が
成
皿
し
た
こ
と
を

述
べ
て
開
会
し
、
議
長
、
副
議
長
の
選

挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
薇
長
に
、

小
林
正
氏
、
副
議
長
に
水
野
八
郎
氏
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
引
続
い
て
常
任
蚕
員

の
選
出
に
あ
た
り
、
総
務
委
員
長
に
茂

木
秋
広
氏
、
同
副
に
舟
橋
由
松
氏
、
財

務
談
員
長
に
滝
田
正
雄
氏
、
圃
副
に
薪

弁
茂治氏、

土
木
姿
員
長
に
笠
原
広
治

氏
同
副
に
福
田
茂
氏
、
産
馨
委
員
畏
に

関
口
吉
造
氏
、
同
副
に
野
沢
宗
一
氏
が

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

り
・
，
灘
灘
難

づ
き
ま
し
た
　
．
，
、
．
な
、
懸
を
呼
び
あ
ら
ゆ
る
湛
露
い

　
　
　
　
　
　
　
　
て
普
及
さ
れ
よ
う
と
し
て
し
る
即
ち
水

犠
讐疑

懸
確
難
欝
器

騰
醤
講
霧
繋
繋
鎗
鰐

郵報

糠
離
、
藤
講
服
擁

膝難羅嚢

錨
嚢
難
臨
灘

水
道
は
便
利
奪
の
と
い
う
撞
議
梨
が
漿
さ
れ
る
の
自
百
善

奪
た
、
従
つ
て
大
募
の
萎
、
嘉
り
つ
あ
鏡
状
窮
呈
す
・
今

　蕪撫

　
報
穫
の
御
努
を
御
願 　

の
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　

い
ま
は
メ
ー
ト
・

姻
か

　
一
日
か
ら
七
日
ま
哺

七
目
は
計
愚
乱
念
日
鴫

たちの蕉活のな

か
ド

だ
親
し
ま
れ
て
き
た
面

、
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
し

　
し
か
し
、
新
し
い
．

ピ
ン
と
こ
な
い
か
う

尺貫法を

観
つ
て
い

に
な
つ
て
も
メ
ー
ト

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
・

ト
ル
法
で
な
け
れ
ば

い
時
代
に
な
つ
た
の

ト
ル
法
に
切
り
か
え

し
て
ゆ
き
た
い
も
の

三
三
三
三
一
一
…
…
一
…
…
三
≡
＝

　
　
　
き
＼
猶

醐
拠
雛
無
黙
難
縮

融
金
製
は
蓮
に
象
藁
髪
行
う
場
合
は
年
利
が
四
分
に

舞馨雛

馨
繋
聾
輔

通
し
で
あ
る
。
こ
れ
は
禁
の
経
整
一
で
、
本
年
勝
製
ワ
ク
箪
鰭
．

績
極
的
に
ひ
ろ
げ
る
た
め
の
資
金
で
①
貴
付
限
度
額
は
い
ず
れ
も
八
十
万
円
。

森
林
ス
手
に
必
要
な
資
金
②
森
林
n
据
隣
期
閥
は
な
い
が
、
二
十
－
二
十
五

保育や

育
林
に
か
け
る
資
傘
に
虹
・
年
も
た
て
ば
、
窟
て
た
森
林
が
流
れ
る

雛辮灘欝

鱗
鞭
難
灘
廉
羅
縦
、

森
林
を
含
め
て
、
林
地
を
入
ヂ
す
る
撮
五
庫
二
＋
年
返
済
、
隈
隔
度
額
五
十
万
円

合
も
対
象
に
な
り
そ
う
だ
②
は
苗
木
の
だ
か
ら
い
く
ら
か
よ
く
な
る
。
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出来上つた浄水場

　
こ
と
し
も
ま
た
、

が
や
つ
て
ま
い
り
ま

え
ば
、
ち
か
ご
ろ
は

が
毒
性
も
強
い
〃
と

へ
ん
多
く
使
わ
れ
て

農藥察故を

薬
剤

な
ん
と
い
つ
て
も
ホ

事
故
が
い
ち
ば
ん
名

昭
利
蹄
年
が
6
∩

九
〇
％
、
咋
年
は
八

て
い
ま
す
。

　
危
険
な
農
薬
痔

ド
リ
ン
で
あ
る
と
伽

ダ
ン
な
ど
℃
い
ろ
い

す
が
こ
れ
ら
は
有
櫨

銀
製
剤
と
い
わ
れ
雷

す
。

那
涛
分
時
侍
　
学
校
諸
施
設
費
に

　
　
　
　
　
　
　
百
万
円
相
当
額
の

漿灘輔い粛
か
に
は
、
長
い
あ
い
　
▲
江
禰
中
単
絞
石
垣
工
事
及
び
体
育
館

た尺

貫
法
が
ま
だ
使
　
　
内
備
品
（
二
面
誘
）

る
よ
う
で
す
。
　
　
　
ム
北
小
学
校
体
育
施
設
（
砂
場
）
池
の

い
メ
ー
ト
ル
法
で
は
　
　
設
欄
等
、
ス
ト
ー
ブ
、
水
道
施
設

ら
と
い
つ
て
、
古
い
　
　
等

い
た
の
で
は
、
い
つ
　
ゑ
爾
小
単
校
女
庭
拡
張
工
察
及
び
艶
地

ト
ル
法
に
慣
れ
る
二
　
　
事
蝶

四
。
も
う
い
ま
は
、
メ
三
校
の
諸
施
畿
費
用
に
つ
い
て
村
畏
松

ば
一
般
に
通
用
し
な
　
本
努
治
氏
よ
り
、
寄
附
串
爵
が
あ
サ
ま

あ
で
す
。
ぜ
ひ
メ
ー
　
し
た
の
で
、
こ
れ
を
採
納
し
全
工
事
完

”
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
了

あ
で
す
。
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胸
≡
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め
も
強
い
が
毒
性
も
強
い

　
～
農
薬
の
事
故
を
防
ご
う
～

κ
、
錐
震
つ
號
こ
れ
か
総
、
こ
の
湾
麓
響

リ
ま
し
た
。
農
薬
と
い
　
使
う
機
会
が
、
ゐ
え
て
ま
し
り
ま
サ
カ

つ
は
”
誉
め
も
強
い
こ
と
し
こ
そ
肇
に
老
霰
が
発
生

”
と
い
う
も
の
が
た
い
　
し
な
い
よ
、
つ
十
分
注
難
し
て
増
産
に
は

レ
　
、
　
　
。
　
　
　
ナ
ん
で
く
だ
さ
い
。
と
く
に
気
を
つ
け

権
穿
　
、
畿
轟
、

渠
剤
別
に
み
ま
す
と
　
　
▽
ホ
リ
ド
ー
ル
な
ど
農
薬
の
な
か
に
は

泉
リ
サ
ル
に
老
輪
人
蒋
つ
て
い
略
、
使
響

ん
多
く
そ
の
割
合
は
、
　
　
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
も
る
も
の
カ

u
Q
％
、
昭
和
齢
年
は
　
　
あ
る
。
②
防
除
作
業
は
実
地
指
導
員

は
八
O
％
と
群
を
抜
い
　
　
の
指
導
の
も
と
に
行
な
う
．

　
　
　
　
　
　
㎜
▼
長
時
間
に
わ
た
る
防
除
作
業
は
さ
け

に
は
、
そ
の
ほ
か
エ
ン
皿
る
。

と
か
、
マ
ラ
ソ
ン
、
力
　
凧
農
薬
が
ヒ
フ
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
す

ワ
い
ろ
種
類
が
あ
り
ま
…
　
る
。

有
機
燃
製
剤
、
有
機
水
　
▼
使
用
後
は
ア
キ
ビ
ン
や
残
つ
た
農
薬

れ
毒
性
の
強
い
も
の
で
　
　
は
か
な
ら
ず
も
ら
つ
た
と
こ
ろ
へ
返

　
　
　
　
　
　
㎜
す
。
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警察だより
．＿．埼玉県では、次のと籾本年9朋曙察学校に入校する警察官の募集を行なう予定です一

　
　
　
高
生

　
　
　
（
に

　
　
　
　
日
で

　
　
　
ー
ま

　
　
　
月
．
）

　
　
　
雛

　
　
　
贈
蹴

　
　
　
’
ら
20
　
D
半

　
　
　
　
か
和
　
一
ね

　
　
　
　
日
昭
ん
メ
む

　
．
日
日
、
2
は
　
せ
チ
お

　
　
7
8
月
者
像
ソ
沿

名
市
鴇
羅
蘇
鄭

0
　
　

瑠
校
男
は
16
身

0
和
次
次
和
学
た
歴

1
　
　
1
2
昭
等
れ
学
長
囲

約
浦
第
第
・
1
　
　
2
身
胸

員
地
日
格
　
　
格

人
　
　
資

集
験
験
験

募
試
試
受
　
　
体

待

　視力　両眼とも裸眼視力が0．6以上で、色盲でな
　　　　いこと（眼鏡をかけて1．0以上あれば、裸

　　　　眼視力は0．1以上）
遇　1給与　入校中は、月額14。000円支給されるほ
　　　　　か、年約40．000円の手当が支給されまず

　2勤務に必要な被服は一切支給されます
　3努力次第で昇進することができます

受け付け5月14日から6月29日まで
その他詳しいことは警察本部警務課（浦和高砂町3の
　　　　　37）まテこは、もよりの警察署’派出所、駐在所

　　　　　でおたずねくたさい

』
、

　
’

や
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